








考察および要約 

β2-stimulant の産科領域への子宮収縮抑制剤としての導入は,すでに多くの基礎および

臨床検討でその効果と安全性が報告されてはいるものの,いまだに不明な面も少なくない。 

今回の動物実験および臨床検討では,現在,世界的にもっとも使用されている terbutaline

や ritodrine のβ1・β2 作用の比較と安全性について注目してみたが,結果的だ両剤での

基本的問題で差異を認めなかった。 

すなわち,子宮収縮抑制 pattern,c-AMP の増加 pattern などは,動物実験および臨床成績で

も差異を認めない。またβ1 作用としての循環系への作用でも両者ともに dose-response

的関係を示し,臨床的に子宮収縮抑制に必要量内での心拍・血圧などへの影響は,投与量の

control によって耐えられる範囲といえよう。 

一方,β2-stimulantの安全性について・長期間大量投与例に対する母体・胎児・新生児期

およびそれ以後の児に対する予後追跡調査で,異常所見は認めていない。これらの対象は

700 例以上の投与症例中より大量投与例について検討した結果であるが,今後さらに母

体・児に対する安全性の面から,β2-stimulant投与の適応と禁忌について明確にされる必

要がある。 


